
か
に
も
吉
田
さ
ん
に
教
え
ら
れ
た
歌
が
数
曲
あ
っ
た
と
思
う
が

全
然
覚
え
て
い
な
い
。

楽
器
な
ど
ハ
ー
モ
ニ
カ
さ
え
な
い
軍
隊
で
、
ど
う
し
て
あ
あ

い
う
メ
ロ
デ
ィ
が
出
来
上
が
る
の
か
全
く
不
思
議
で
な
ら
な
か

っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
帰
り
、
「
異
国
の
丘
」
の
歌
が
流

行
し
、
そ
の
作
曲
者
が
初
年
兵
時
代
五
カ
月
余
り
起
居
を
共
に

し
た
吉
田
正
上
等
兵
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
全
く
感
無
量
で
あ

っ
た
。
今
テ
レ
ビ
に
出
て
来
る
吉
田
正
氏
は
、
若
い
こ
ろ
の
小
柄
で

丸
顔
は
昔
の
ま
ま
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
年
取
っ
た
な
あ
と
、
自

分
の
こ
と
を
棚
に
上
げ
て
懐
か
し
く
見
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

学

歴
　
　
　
岩
手
県
立
花
巻
農
学
校
卒
業

満
鉄
農
業
技
術
者
養
成
富
拉
基
農
業
修
練
所
修

練

入

隊
　
　
　
満
州
琿
春
一
三
一
二
五
部
隊
甲
斐
隊

昭
和
十
九
年
十
月
入
隊
後
幹
部
候
補
生
と
な
り

石
頭
予
備
士
官
学
校
に
転
属

武
装
解
除
　
　
横
道
河
子

抑
留
地
　
　
　
ラ
イ
チ
ハ
十
九
収
容
所

復

員
　
　
　
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
四
日

復
員
後
職
業
　
農
業

（
岩
手
県
　
田
辺
壮
久
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

岩
手
県
　
菅
原
登
喜
雄
　 

終
戦
な
の
か
敗
戦
な
の
か

時
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
昼
頃
で
あ
る
。「
召
集
令

状
だ
、
と
う
と
う
き
た
ぞ
」

、
第
四
部
落
の
千
栄
郷
の
川
村
昭

一
君
が
馬
を
走
ら
せ
た
が
ら
叫
ん
で
行
っ
た
。（
そ
の
後
本
人

は
こ
の
地
で
死
亡
し
た
と
聞
か
さ
れ
た
）

こ
の
地
は
満
州
国
北
安
省
綏
稜
県
昭
北
開
拓
団
本
部
部
落
名

豊
秋
郷
と
し
て
第
一
第
二
部
落
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。
本
部
よ

り
二
キ
ロ
手
前
に
大
和
郷
の
第
三
部
落
、
本
部
の
奥
に
千
栄
郷

の
第
四
部
落
が
あ
っ
た
。
戦
争
は
激
し
く
一
人
一
人
に
召
集
令



状
が
手
渡
さ
れ
ず
、
文
書
に
よ
り
一
度
に
四
十
人
余
り
召
集
さ

れ
た
。
翌
日
集
合
地
に
着
い
た
と
き
、
八
月
十
五
日
、
予
期
し

な
い
悲
し
い
敗
戦
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。

初
め
て
見
る
ロ
シ
ア
人
　
ソ
ビ
エ
ト
兵

歴
史
的
八
月
十
五
日
か
ら
二
カ
月
に
わ
た
る
逃
避
行
、
生
活

の
場
所
を
何
度
も
変
え
荒
野
を
彷
徨
、
不
安
と
恐
怖
の
日
々
、

こ
の
よ
う
た
思
い
は
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
十
月
十
三

日
に
綏
化
と
い
う
町
の
部
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
敗
戦
の
知
ら
せ
で
団
の
指
導
者
が
海
倫
の
守
備
隊
隊
長
に

連
絡
に
行
っ
た
。

団
に
帰
っ
て
次
の
命
令
を
待
つ
よ
う
報
告
し
た
。
ゲ
リ
ラ
戦

の
用
意
を
せ
よ
と
い
う
海
倫
の
日
本
軍
守
備
隊
隊
長
の
命
令
で

あ
っ
た
。
隊
員
は
三
〇
人
ほ
ど
と
聞
い
た
。
次
の
命
令
が
報
告

さ
れ
た
。
お
と
な
し
く
団
に
あ
る
粗
末
な
兵
器
を
国
民
政
府
軍

警
察
隊
に
渡
し
武
装
解
除
を
受
け
る
べ
し
。
私
達
は
命
令
に
従

い
武
器
を
返
納
し
た
。
団
を
追
わ
れ
、
彷
徨
の
逃
避
が
何
日
も

続
い
た
。
や
が
て
流
浪
の
旅
も
終
わ
り
を
告
げ
た
。

綏
化
の
町
に
到
着
。
町
の
あ
ち
こ
ち
で
中
国
人
の
略
奪
と
破

壊
。
建
物
の
窓
の
な
い
空
き
家
に
住
ん
だ
。
初
め
て
見
る
ソ
ビ

エ
ト
兵
、
背
が
高
く
鼻
が
高
い
。
見
る
か
ら
に
大
男
で
あ
る
。

時
折
、
中
国
人
と
ソ
連
兵
が
物
色
し
よ
う
と
入
っ
て
き
て
、

「
ダ
ワ
イ
・
チ
ャ
ツ
ス
イ
（
時
計
を
出
せ
）

」
と
要
求
し
た
。
度

重
な
る
に
つ
れ
、
強
行
に
装
具
検
査
を
し
、
万
年
筆
、
時
計
な

ど
没
収
さ
れ
た
。
取
ら
れ
る
方
も
考
え
、
帽
子
の
う
ら
に
時
計

を
縫
い
付
け
る
、
ま
た
は
セ
ッ
ケ
ン
の
中
に
埋
め
こ
ん
で
難
を

逃
れ
た
人
も
い
た
。

ソ
連
兵
の
自
動
小
銃
、
日
本
の
小
銃
か
ら
見
る
と
進
歩
的
な

物
で
あ
っ
た
が
、
兵
士
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
購
入
し
た
と
伝
え

た
。
す
べ
て
の
物
資
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
た
。
ア

メ
リ
カ
の
物
資
の
援
助
が
う
か
が
わ
れ
た
。

時
は
流
れ
、
十
月
の
中
頃
、
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
、
先
行
き

が
思
い
や
ら
れ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
兵
、
中
国
人
の
略
奪
、
強
姦
、

連
日
続
い
た
。

シ
ベ
リ
ア
行
き
だ

収
容
さ
れ
た
建
物
、
ガ
ラ
ス
の
な
い
窓
か
ら
、
毎
日
シ
ベ
リ

ア
に
強
制
抑
留
で
送
ら
れ
る
関
東
軍
北
支
派
遣
軍
の
兵
士
、
下

士
官
、
将
校
等
満
載
の
列
車
が
通
る
の
が
見
え
た
。
誰
か
が
兵

隊
さ
ん
と
一
緒
に
行
き
た
い
と
言
っ
た
。
馬
鹿
だ
な
あ
お
前



は
、
捕
虜
と
し
て
連
れ
て
い
か
れ
る
ん
だ
ぞ
。
で
も
食
う
の
は

心
配
な
い
だ
ろ
う
と
誰
か
が
言
っ
た
。

こ
の
収
容
所
に
来
て
か
ら
朝
と
夕
に
粟
の
に
ぎ
り
飯
一
個
だ

け
で
、
昼
飯
は
な
し
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
国
民
政
府
の
警
察
が

き
て
、
働
き
に
出
ろ
と
い
う
。
飯
を
食
わ
せ
て
や
る
と
三
十
人

ほ
ど
駆
り
だ
さ
れ
た
。
引
率
さ
れ
、
綏
化
の
駅
の
製
材
所
の
よ

う
な
所
で
製
材
し
た
製
品
の
荷
役
で
あ
っ
た
。
食
料
事
情
の
悪

い
の
に
体
力
な
ど
あ
る
わ
け
が
な
い
。
肩
に
く
い
こ
む
角
材
は

重
く
、
杖
を
た
よ
り
に
ど
う
に
か
仕
事
が
終
わ
っ
た
。
あ
ま
り

に
見
苦
し
く
哀
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
菊
地
時
雄
君
が
よ
ろ

め
き
こ
ろ
ん
だ
。
幸
い
体
に
け
が
は
な
か
っ
た
が
、
ソ
連
軍
将

校
が
彼
を
収
容
所
に
帰
し
た
。
こ
の
人
は
現
在
も
健
在
で
あ

る
。収
容
所
に
帰
宅
寸
前
、
ソ
連
兵
が
貨
車
の
扉
を
開
け
、
全
員

こ
の
中
に
入
れ
と
ロ
シ
ア
語
で
怒
鳴
り
、
銃
剣
を
つ
き
つ
け
て

い
る
。
全
員
貨
車
に
入
る
と
ガ
チ
ャ
と
扉
が
閉
ま
っ
た
。
列
車

は
シ
ベ
リ
ア
に
向
か
っ
て
発
車
し
た
。

あ
あ
シ
ベ
リ
ア
だ
　
バ
イ
カ
ル
湖
だ

シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
た
日
本
兵
は
、
ハ
イ
ラ
ル
か
ら
満
洲
里

を
通
っ
て
乗
り
換
え
な
し
の
部
隊
も
あ
っ
た
と
い
う
。
私
の
乗

っ
た
列
車
は
黒
竜
江
近
く
の
黒
河
の
駅
に
止
ま
っ
た
。
駅
構
内

に
は
ソ
軍
の
戦
利
品
が
山
積
み
さ
れ
て
い
た
。
私
の
部
隊
は
元

囚
人
の
入
っ
た
建
物
に
収
容
さ
れ
た
。
毎
日
の
よ
う
に
凍
り
付

い
た
黒
竜
江
の
大
河
を
渡
り
対
岸
の
ソ
連
領
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ

ン
ス
ク
の
駅
ま
で
ソ
連
戦
利
物
資
を
そ
り
で
運
搬
し
た
。
一
台

の
そ
り
に
三
人
な
い
し
五
人
の
編
成
、
飢
え
と
酷
寒
は
私
達
を

容
赦
な
く
襲
い
、
力
尽
き
耐
え
か
ね
逝
く
多
く
の
尊
い
命
が
、

無
残
に
も
凍
土
の
中
に
眠
っ
た
。

大
隊
の
半
分
は
す
で
に
シ
ベ
リ
ア
に
出
発
し
た
。
私
の
中
隊

は
奉
天
北
稜
で
編
制
さ
れ
た
五
四
大
隊
第
三
中
隊
、
隊
長
名
矢

沢
少
尉
殿
で
あ
っ
た
。
い
ま
一
つ
の
合
流
し
た
大
隊
は
北
支
六

三
師
団
第
九
大
隊
望
月
中
尉
殿
で
あ
っ
た
。

や
っ
と
荷
役
の
労
働
が
終
わ
り
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク

駅
か
ら
貨
物
列
車
に
乗
っ
た
。
列
車
は
シ
ベ
リ
ア
の
奥
へ
と
ひ

た
走
る
。
誰
か
が
、
日
本
海
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
だ
、
帰
れ

る
ぞ
、
フ
シ
ョ
ー
・
ダ
モ
イ
だ
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
う
ら

は
ら
に
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
走
り
奥
地
へ
と
進
ん
だ
。
バ
イ
カ
ル

湖
と
勘
違
い
し
た
よ
う
だ
。
あ
る
人
は
日
本
海
だ
と
叫
ん
だ
。



「
ば
か
た
れ
が
、
バ
イ
カ
ル
は
九
州
よ
り
大
き
い
ぞ
」
と
誰
か

が
怒
鳴
っ
た
。
列
車
は
吹
雪
を
突
い
て
シ
ベ
リ
ア
の
奥
地
へ
と

走
る
。
列
車
に
乗
っ
て
何
日
に
な
る
だ
ろ
う
。
無
性
に
の
ど
が

渇
く
。
貨
車
の
す
き
間
は
人
の
吐
く
息
で
白
く
凍
っ
て
い
る
。

ナ
イ
フ
で
氷
を
取
っ
て
水
が
わ
り
、
の
ど
を
潤
し
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
ス
ク
地
区
第
七
収
容
所
に
着
い
た
。
時
は
昭
和

二
十
年
十
二
月
十
四
日
で
あ
っ
た
。
所
長
は
イ
エ
リ
ン
グ
中
尉

で
あ
る
。
収
容
所
に
は
先
客
が
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
ド
イ

ツ
人
の
捕
虜
が
少
数
で
あ
る
。
所
長
の
イ
エ
リ
ン
グ
中
尉
は
帝

政
ロ
シ
ア
時
代
の
貴
族
の
孫
の
子
で
、
父
か
祖
父
か
が
革
命
に

協
力
し
た
の
で
優
遇
さ
れ
た
と
い
う
。
誰
が
聞
い
た
か
、
中
尉

は
三
十
六
歳
で
妻
は
十
八
歳
と
か
。
こ
の
収
容
所
に
着
い
て
か

ら
北
支
六
十
三
師
団
の
九
大
隊
は
一
大
隊
と
呼
び
約
千
人
、
四

つ
の
中
隊
で
大
隊
長
望
月
中
尉
殿
、
半
分
の
五
十
四
大
隊
は
約

五
百
人
で
、
ど
の
大
隊
も
こ
れ
ま
で
の
死
亡
者
が
含
ま
れ
て
い

た
。
二
大
隊
と
呼
び
、
私
の
中
隊
は
五
中
隊
矢
沢
少
尉
殿
で
、

六
中
隊
は
橋
本
中
尉
殿
で
あ
っ
た
。
七
中
隊
は
少
数
七
十
人
で

編
制
、
警
察
官
と
満
軍
の
将
校
の
人
達
、
中
隊
長
は
長
谷
川
中

尉
殿
で
あ
っ
た
。
私
の
小
隊
長
は
山
口
見
習
士
官
。

こ
の
地
で
三
年
、
長
い
歳
月
で
あ
っ
た
。
来
る
年
も
来
る
年

も
ダ
モ
イ
の
日
は
長
か
っ
た
。
労
役
作
業
は
、
除
雪
、
ス
ト
ロ

イ
チ
カ
建
設
作
業
、
キ
ソ
ザ
ボ
ー
ト
■
瓦
の
製
造
と
製
品
の
窯

出
し
作
業
、
シ
ャ
フ
ト
石
炭
の
採
掘
と
搬
出
作
業
と
色
々
な
労

役
に
課
せ
ら
れ
た
。
食
料
不
足
、
飢
え
と
酷
寒
そ
し
て
苛
酷
な

労
役
は
、
抑
留
者
を
死
の
世
界
に
と
追
い
や
っ
た
。
ま
さ
に
生

き
地
獄
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
二
度
と
悲
惨
な
戦
争
を
起
こ
し

て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
体
験
は
我
々
で
終
わ
り
に
し
た
い
、
後

世
の
人
々
の
た
め
に
。

当
時
私
は
若
か
っ
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
五
日
、
弱
冠

満
十
八
歳
と
四
カ
月
、
気
力
と
若
さ
で
耐
え
抜
い
た
。

ダ
モ
イ
の
日
が
来
た
。
二
十
三
年
七
月
七
日
、
夜
ま
で
労
役

が
続
い
た
。
す
ぐ
さ
ま
ダ
モ
イ
の
支
度
を
し
、
キ
シ
ロ
フ
の
駅

ま
で
夜
通
し
歩
い
た
。
私
た
ち
は
皆
、
小
躍
り
し
て
喜
び
、
男

泣
き
し
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
奥
地
か
ら
ダ
モ
イ
の
列
車
は
今
我
ら

を
乗
せ
て
一
路
ナ
ホ
ト
カ
へ
発
車
し
た
。
十
日
ほ
ど
し
て
終
着

ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
た
。
車
中
の
夜
は
種
々
瞑
想
の
境
地
に
ひ
た

り
眠
れ
な
か
っ
た
。

八
月
十
六
日
、
日
本
か
ら
迎
え
の
船
が
き
た
。
い
よ
い
よ
乗



船
だ
。
元
気
な
声
が
爆
破
し
た
。
思
え
ば
長
い
長
い
抑
留
に
終

止
符
を
う
っ
た
。
舞
鶴
に
上
陸
し
て
八
月
二
十
六
日
家
路
に
つ

い
た
。
い
ま
だ
凍
土
に
眠
る
抑
留
犠
牲
者
の
遺
骨
収
集
も
は
か
ど
ら

ず
、
そ
の
数
五
万
と
も
六
万
と
も
聞
い
て
い
る
が
、
早
急
に
遺

骨
収
集
の
処
置
が
要
求
さ
れ
る
と
思
う
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

生
年
月
日
　
　
　
昭
和
二
年
八
月
二
十
五
日

学
歴
　
　
　
　
　
昭
和
十
七
年
国
民
学
校
卒
業

満
州
開
拓
義
勇
軍
内
原
訓
練
所
修
練

入
隊
前
の
職
業
　
満
州
開
拓
義
勇
隊
と
し
て
満
州
開
拓

入
隊
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日

抑
留
地
　
　
　
　
ス
タ
ー
リ
ン
ス
ク
第
七
収
容
所

復
員
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
三
年
八
月
十
六
日

復
員
後
の
職
業
　
農
業

（
岩
手
県
　
田
辺
壮
久
）

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
記
　
歳
月
の
残
像
　 

福
島
県
　
太
田
俊
一
　 

ソ
連
（
ロ
シ
ア
）
領
に
入
る

昭
和
二
十
年
十
月
下
旬
、
北
満
の
孫
呉
か
ら
■
琿
、
黒
河
、

さ
ら
に
そ
の
北
を
流
れ
る
黒
龍
江
を
船
で
渡
り
（
こ
の
直
後
、

結
氷
）
上
陸
、
そ
こ
は
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
（
旧
ソ
連

領
）
で
あ
っ
た
。
町
の
様
子
が
今
ま
で
い
た
満
州
と
は
一
変
し

て
、
建
物
を
は
じ
め
往
き
交
う
人
々
の
顔
形
か
ら
す
べ
て
が
異

国
情
緒
に
あ
ふ
れ
、
し
ば
し
の
間
見
と
れ
て
い
た
。

と
、
急
に
周
囲
が
騒
が
し
く
な
っ
た
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

ソ
連
兵
が
数
人
、
い
や
、
そ
の
何
倍
か
知
ら
ぬ
大
勢
の
ソ
連
兵

が
自
動
小
銃
を
構
え
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
我
々
を
囲
ん
で
何

や
ら
叫
ん
で
い
る
。「
ダ
ワ
イ
」「
ダ
ワ
イ
」
「
チ
ャ
ー
ス
イ
・

ナ
ー
ダ
・
エ
ー
ス
」

、
左
手
を
前
に
出
し
右
指
で
そ
の
手
首
を

指
し
な
が
ら
、
何
と
腕
時
計
を
よ
こ
せ
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た

「
カ
レ
ン
ダ
ー
ス
・
エ
ー
ス
・
ダ
ワ
イ
」
と
。
こ
れ
は
、
万
年




